
A521 惑星の動きと引力
Planetary Motion and Gravity

宇宙のひろがり 天文館5階

■展示品のねらい
  地球や火星などの惑星が、太陽の回りをどのように動いてい
るのかを教えてくれるのがこの展示品です。中心の穴が太陽
であり、打ち出されて回るボールが惑星です。中心に近づく
ほど動きが速く、遠くになるほどゆっくりになります。
  惑星の動きを支配する法則は、17世紀初めにドイツの天文
学者であるケプラーが発見しました。
  この展示物は旧天文館から移設し、外装を改装しました。内
部の曲面およびメカニズムはすべて以前からのものをオーバ
ーホールして使っています。

■知識プラスワン

【ケプラーの法則】
  惑星の動きに一定の法則を導き出したのが、ドイツのケプラ
ーでした。その法則は3つの法則から成り立っています。
(1)第一法則  楕円軌道
  惑星の公転軌道は太陽を一つの焦点とする楕円軌道である。
(2)第二法則  面積速度一定
  惑星と太陽を結ぶ線は、等時間に等面積を描く。
(3)第三法則  公転周期
  惑星の公転周期の2乗は、公転軌道の長半径の3乗に比例す
る。
【展示品のボールが転がる面について】
  ボールが転がる面は、中心に近づくほど傾斜が大きくなるロ
ート状の形をしています。この形によりボールは中心では速
く、周辺ではゆっくりと動くようになり、惑星と同じ動きを
するようになります。
【ケプラーの法則の発見について】
  ケプラー（Johannes Kepler 1571年〜1630年）は先生のチ
コ・ブラーエが行った火星の精密な観測の結果を整理するこ
とにより、惑星の運動の法則を見つけだしました。
  また、惑星がそのような動きをするカは、惑星と太陽のあい
だのある種の「磁気」的相互作用によるものであると考えま
した。これはニュートン万有引カの発見により、間違いであ
ることが分かりましたが、ケプラーの発見は、その後の天文
学の発展に大きな影響を与えました。
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